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［特集］�
●太陽光発電�

太古の生活がここに 竹佐中原遺跡�
三遠南信自動車道建設中の山本竹佐。�

発掘調査で、後期旧石器時代より�
古いと推測される石器群が出土。�

現地説明会には全国から約６００人が参加しました。�

飯田市の人口（9/1現在）■人口＝106,662人（前月比＋44）男51,182人女55,480人  ■世帯＝35,202戸（前月比＋16）�
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市が無利子融資あっせん�
市では平成9年度から、住宅太陽光発電システムを設置する個人を対象に、「利
子補給付き融資あっせん制度」を行っています。すでに約400件の方にご利用い
ただいています。国からの補助金とあわせ、利用できます。�

対象となる方　　国の補助金の応募申し込みをし、予約番号・受
　　　　　　　　理年月日などの通知を受けた方。�

融資限度額　　200万円を上限。設置費用から国の補助金を差
　　　　　　　　し引いた額を限度とします。�

返 済 期 間 　 10年以内�

連帯保証人　　2人�
利 子 補 給 　 年2回�

　　　　　　　　元利償還金のうち利子分について全額補助。�

太陽光発電しています�

私の家に太陽光発電が設置されたのは、一昨
年の秋でした。�
設置する決意をしたのは、地球環境のことも
ありましたが、家計のことも考えました。ずっと
長い目で見れば、高価な設備費もつぐなえると
思ったからです。�
また、設備費の銀行貸与金の利子を、市が補填
してくれることも動機の一つです。�
一年間利用してみて、やはり設置して良かっ
たと思います。電気料金は以前に比べ安くなり、
特に夏場の差は大
きいです。�
このように電気
代をずいぶん減ら
して、なお地球環境
改善に貢献できる
のは、すばらしいこ
とだと思います。�

鼎　柄木田　孝行鼎　柄木田　孝行さん�

太陽光発電しています�
鼎　柄木田　孝行さん�

飯田市の太陽光発電推進事業も5年目を迎え、普及
率は全国的にも高い評価を得ています。�
化石燃料に依存しない自然エネルギー「太陽光」と、
これからの地域のあり方について考えるシンポジウ
ムです。�
どなたでも参加できます。太陽光発電に興味のあ
る方など、ぜひお気軽にお越しください。�

と　き　10月14日（日）午前10時から正午�
ところ　勤労者福祉センター3階研修室�
内　容　○講演会�
　　　　　「知ってほしい地球の美しい自然像」�
　　　　　名古屋大学名誉教授　北野康　先生�
　　　　○意見発表　市内太陽光発電設置者3人�

■問合せ　環境保全課　新エネルギー担当�
　　　　　　　　　1（22）4511　内線5246

設置前に比べ、３割ほど電気料金が安くなった。�

エネルギー・環境について関心を持つようになって、�
照明もこまめに消すようになった。�

設置した人の声�

市では、環境文化都市実現環境文化都市実現をめざし、新エネルギービジョンに沿って、「太陽「太陽
光発電」光発電」の普及促進普及促進を行っています。�
地球温暖化の主な原因となっているのは、化石燃料を燃やした時発生する、
二酸化炭素二酸化炭素など温室効果温室効果ガスの急激急激な増加な増加です。これらのガス発生発生を少し
でも減らし、子孫子孫に住みやすい環境環境を残したいものです。�

市では、環境文化都市実現をめざし、新エネルギービジョンに沿って、「太陽
光発電」の普及促進を行っています。�
地球温暖化の主な原因となっているのは、化石燃料を燃やした時発生する、
二酸化炭素など温室効果ガスの急激な増加です。これらのガス発生を少し
でも減らし、子孫に住みやすい環境を残したいものです。�

開　　催�開　　催�
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地球が受け取る太陽エネルギーの量は、わずか1時間で全人類が1年間

に消費するエネルギー量に匹敵するほど膨大なものです。に消費するエネルギー量に匹敵するほど膨大なものです。�

　こうした太陽エネルギーの利用法に、　こうした太陽エネルギーの利用法に、光エネルギーを電気にして利用光エネルギーを電気にして利用

するする「太陽光発電」「太陽光発電」があります。があります。�

�

近年電力会社の電力系統に接続する近年電力会社の電力系統に接続する「系統連系」「系統連系」（※）（※）が整備され、が整備され、

平成4年からは電力会社による太陽光発電などの「余剰電力購入制

度」も始まりました。こうして一般住宅をはじめ各種施設の電

源としてその導入が急速に進められています。源としてその導入が急速に進められています。�

�

地球が受け取る太陽エネルギーの量は、わずか1時間で全人類が1年間

に消費するエネルギー量に匹敵するほど膨大なものです。�

　こうした太陽エネルギーの利用法に、光エネルギーを電気にして利用

する「太陽光発電」があります。�
�

近年電力会社の電力系統に接続する「系統連系」（※）が整備され、

平成4年からは電力会社による太陽光発電などの「余剰電力購入制

度」も始まりました。こうして一般住宅をはじめ各種施設の電

源としてその導入が急速に進められています。�

�

地球にやさしい無尽蔵のエネルギー�地球にやさしい無尽蔵のエネルギー�

○光を直接電気に変えるので、騒音もなく、二酸化炭素や有害物質を出さない。�
○燃料は降り注ぐ太陽の光。太陽のある限り無限です。�
○いったん設置すれば、長期間にわたって利用可能。耐久性に優れ、メンテナンスも�
　ほとんど不要です。�

こんなに優れた特徴が�

※系統連系�
太陽光発電や風力発電で発生した電力を電力会社から送られてきた電気と混ぜ合わせて
使うことを「系統連系」といいます。切り替え動作などをすることなく、太陽電池で発生した
電気を優先的に使いながら、雨の日や夜間など発電ができない時には、不足分を電力会社か
ら購入します。�
一方、発電して余った電気は購入価格と同じ価格で電力会社へ売ることができます。�

インバータ�
太陽電池で発電
した直流電流を
交流に変換�

分電盤�
電力を住宅内に
分配�

電力メーター�
売電用と買電用の
2つのメーター�

太陽電池モジュール�
太陽光エネルギーを電気
に変換します�



　8月26日、飯田商工会議所と共催で、

記念イベントが開かれました。�

　テレビ公開生中継による飯田の紹介

や、高校生によるロボットのデモンストレ

ーション、生演奏、お祭り広場に、クイズ

ラリーと楽しい催しが盛りだくさん。�

　イベントはこの日限りでしたが、便利

なりんご庁舎、ぜひご活用ください。�

　8月21日から28日まで開催。�

　今年の音楽祭も、世界や国内で活躍

されている一流演奏家の皆さんに参加

いただき、室内アンサンブルを中心とし

たセミナー＆コンサートが開かれました。�

　夏の終わり、この飯田の地で流れた

美しい音色に多くの人の心が魅了され

たことでしょう。�

一流の奏でる音色�
アフィニス夏の音楽祭�

新しい庁舎に�
きて、みて、感じてみよう�

りんご庁舎オープンイベント�

麻績の館で行われたくつろぎコンサート�



　悪化する雇用情勢や各業界の厳しい状況を踏まえ、

8月31日設置。関係機関による連絡協議会設置や、市

経営安定資金の貸付限度額拡大と利子補給といった

金融対策などを決定しました。�

　9月8日・9日、全国から28チーム150人余が参加。�

阿島橋をスタート、天竜橋のゴールを目指し、波しぶきを

あげてタイムを競いました。参加チームの野外料理コン

テストも開かれ、交流が深められました。�

飯田市緊急経済対策本部設置�

今までにない厳しい状況�
ホワイトウォーターフェスティバル�

天竜川をボートで下る�

　敬老の日、市内各所で祝賀行事が行

われました。�

　今年、市内で百歳以上の方は、県内

最長寿の林をていさん（龍江）百七歳を

筆頭に29人。おめでとうございます。�

　敬老祝賀訪問では、楽しげに趣味を

披露される方もいらっしゃいました。�

　また、9月20日上郷公民館では高齢者

学級運動会を開催。元気に汗を流す姿

が印象的でした。�

ますますお元気で�
９月15日敬老の日�

市内男性最高齢の小川筆一さん102歳�
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今
ま
で
に
め
ま
い
を
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
方
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
。マッ
ト
運
動
な
ど
で
体

を
激
し
く
回
転
さ
せ
た
と
き
め
ま

い
が
し
ま
す
が
、こ
れ
は
あ
ま
り
心

配
し
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。め

ま
い
は
病
気
で
な
く
と
も
起
こ
り

う
る
症
状
で
す
。ま
た
、め
ま
い
と

い
う
言
葉
も
あ
い
ま
い
で
、「
天
井

が
ぐ
る
ぐ
る
回
る
」感
じ
、「
ぐ
ら

ぐ
ら
揺
れ
る
」感
じ
、歩
い
て
よ
ろ

け
る
、立
ち
く
ら
み
な
ど
も
め
ま
い

と
表
現
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
医
者
に
と
っ
て
は

困
る
こ
と
の
多
い
症
状
で
す
。�

　
し
か
し
、今
ま
で
感
じ
た
こ
と
が

な
い
よ
う
な
め
ま
い
が
、し
か
も
急

に
起
こ
っ
た
場
合
は
、重
大
な
病
気

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、医

者
に
か
か
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。脳
梗
塞
な
ど
脳
の
病
気
が
問

題
に
な
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は
脳

外
科
か
、神
経
内
科
に
か
か
る
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。特
に
血
圧
が
高
い

方
は
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、耳
の
奥
の
前
庭
と
い
う
場

所
の
病
気
で
も
め
ま
い
が
起
こ
り

ま
す
。耳
の
聞
こ
え
が
悪
く
な
っ
た

り
、耳
鳴
り
を
伴
う
場
合
は
、耳

鼻
科
で
診
て
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。�

　
急
に
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

脳
の
病
気
で
も
耳
の
病
気
で
も

な
い
め
ま
い
は
、何
か
全
身
的
な

病
気
の
危
険
信
号
の
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、一
度
は
内
科
的
に
調

べ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で
す
。�

　
繰
り
返
し
起
こ
る
め
ま
い
で
、そ

れ
ほ
ど
長
く
続
か
ず
、今
ま
で
に
専

門
医
を
受
診
し
て
病
気
が
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、あ
ま
り
心

配
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
の
生
活
習

慣
の
中
に
何
か
め
ま
い
を
起
こ
し
や

す
い
要
因
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。医
者
に
頼
ら
ず
、め
ま
い
と
上

手
に
つ
き
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

市立病院　神経内科�
羽生　憲直 医師�

現
代
版�

現
代
版�

丈
夫
な
骨
は
、健
康
な
体
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
。
長
寿
時
代
を
健
や
か
に

生
き
る
た
め
に
は
、欠
か
せ
な
い
条
件
で
す
。
�

骨
粗
し
ょ
う
症
は
高
齢
の
女
性
に
多
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、最
近
で
は

若
い
世
代
や
男
性
に
も
予
備
軍
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
�

乳
製
品
は
も
ち
ろ
ん
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
カ
ル
シ
ウ
ム
を
上
手
に
取
り
、

家
族
み
ん
な
で
骨
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
�

医
者
泣
か
せ
の
め
ま
い�

の
う
こ
う
そ
く�

�
�
　やめたいと思ってもなかなかやめられないのが、
たばこ。健康に良くないとわかっていても長年の
癖からつい手が伸びてしまいます。でもあなたは、
たばこの害について知っていますか。�
　喫煙者本人に様々な病気の発症や進行に大
きな影響を与えるとともに周囲の人にも悪影響
を及ぼします。�
　家庭や会社、公共の場などでたばこを吸う場合、
自分の意志とは無関係にたばこの煙にさらされ、
それを吸わされることを「受動喫煙」と言います。

点火部から立ち上る煙は、喫煙者が吸い込む煙
より有害物質を多く含み、呼吸機能を低下させる
作用があり、がんにかかる危険性も高くなるとも
いわれています。喫煙者には気にならない煙も、
非喫煙者には身体的・精神的に悪影響を及ぼし
ます。�
　鉄道・飛行機などでは禁煙はかなり進んでい
るものの、それ以外では十分とは言えません。�
　特に公共の場所や職場など、多くの人が一緒
にいるところでは、お互いが気持ちよく共存する
ためにも１人１人がマナーを守ることや地域ぐる
みでの取り組みが大切です。�

知っていますか？たばこの害�

■問合せ　保健課　保健指導係　内線5515

吸わない人には、特に煙が迷惑です�
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ぼ
く
の
夢
は
、な
か
な
か
大
き

な
夢
で
す
。そ
の
夢
と
い
う
の
は
、

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
石
器
や
、

遺
跡
を
発
く
つ
す
る
こ
と
で
す
。

別
に
、お
金
や
、め
い
よ
の
た
め
に

す
る
の
で
は
な
く
て
、や
り
た
い

で
す
。�

　
こ
の
前
、社
会
の
勉
強
で
上
郷

考
古
博
物
館
へ
見
学
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。と
て
も
貴
重
な
石
器
や

土
器
が
あ
っ
て
、そ
の
石
器
や
土

器
を
、ぼ
く
も
発
く
つ
し
て
み
た

い
で
す
。そ
れ
と
何
千
年
と
生
き

て
き
た
大
き
な
昔
の
木
が
あ
っ
て
、

す
ご
く
貴
重
な
物
だ
と
思
い
ま

し
た
。僕
も
見
つ
け
た
い
で
す
。�

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
、�

「
広
報
い
い
だ
」
の
感
想
な
ど
、広
報
広
聴
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

遺
跡
の
発
く
つ�

　
今
回
は
、
川
路
地
区
内
の
熟

年
男
性
有
志
１４
人
で
組
織
す
る

「
こ
だ
わ
り
会
生
産
加
工
組
合
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
会
で
は
、
安
心
し
て
使

っ
て
も
ら
え
る
み
そ
造
り
に
こ

だ
わ
り
を
持
ち
、
遊
休
農
地
を

利
用
し
て
大
豆
を
栽
培
し
、
昨

年
２
５
０
㎏
を
収
穫
し
ま
し
た
。

そ
の
大
豆
で
「
玄
米
麹
」
を
使

用
し
た
４
０
０
㎏
の
み
そ
が
、

こ
の
秋
完
成
し
ま
す
。
今
年
は

大
豆
の
他
に
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培

も
行
い
、
地
元
保
育
園
児
と
一

緒
に
芋
掘
り
を
楽
し
む
計
画
も

し
て
い
ま
す
。�

�「
自
分
達
で
出
来
る
こ
と
は
、

こ
だ
わ
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

麹
も
自
分
た
ち
で
手
作
り
し
た

も
の
で
、
今
年
は
６
０
０
㎏
の

み
そ
造
り
を
し
た
い
。」「
将
来

は
手
作
り
の
食
材
で
食
堂
も
や

っ
て
み
た
い
。」
と
会
員
の
声
に
、

市
長
は
「
誰
が
作
っ
た
も
の
か

が
見
え
る
商
品
が
望
ま
れ
る
時

代
。
完
成
を
待
っ
て
い
る
人
が

大
勢
い
る
と
思
う
。
き
っ
と
美

味
し
い
み
そ
が
出
来
て
い
る
は

ず
。」
ま
た
「
皆
さ
ん
の
こ
だ

わ
り
に
感
心
し
た
。
こ
れ
か
ら

女
性
の
参
加
も
呼
び
か
け
、
美

味
し
い
み
そ
汁
の
出
る
食
堂
が

で
き
る
と
楽
し
み
。」
と
激
励

し
ま
し
た
。� 天

竜
川
「
中
の
島
」
緑
を
育
て
る
会�

参
加
団
体
紹
介�

熊
岡
晃
太
郎
さ
ん（
千
代
小
６
年
）�

　
水
神
橋
の
真
下
に「
中
の
島
」

と
い
う
水
神
公
園
が
あ
り
ま
す
。

天
竜
川
に
は
楽
し
い
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、洪
水
に

よ
る
悲
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま

す
。
中
の
島
に
は
見
事
な
黒
松

や
桜
が
あ
り
ま
し
た
が
、
36
災

害
に
よ
り
流
出
し
て
し
ま
い
、雑

木
が
生
い

茂
り
、
大

変
見
苦
し

い
状
況
に

な
っ
て
い

ま
し
た
。�

　
河
川
改

修
も
進
み
、川
の
瀬
も
落
ち
着

き
始
め
た
平
成
3
年
か
ら
、水

神
公
園
の
緑
を
育
て
小
鳥
が
鳴

く
公
園
に
し
よ
う
と
、当
時
壮

年
層
20
人
が
集
ま
り
活
動
を
始

め
ま
し
た
。�

　
年
4
回
の
草
取
り
、黒
松
、ア

カ
シ
ア
、桜
の
手
入
れ
。
そ
し
て

夏
の
天
竜
川
を
ま
た
ぐ
灯
籠
の

飾
り
付
け
は
季
節
の
風
物
詩
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
作
業
後
に
川

面
で
一
杯
や
り
な
が
ら
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
語
り
合
う
、こ
れ
が

明
日
へ
の
元
気
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
す
。�

連
絡
先
　
知
久
一
彦   

1（
2
9
）8
1
6
3

み
そ
づ
く
り
に
取
り
組
む�

 

問
合
せ
1（
27
）2
3
0
1

こ
だ
わ
り
会
生
産
加
工
組
合�
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犬
ね
こ
の
不
妊
・
去
勢�

手
術
を
補
助
し
ま
す�

　
飯
伊
動
物
愛
護
会
で
は
、
犬

ね
こ
の
不
妊
去
勢
手
術
の
補
助

を
行
い
ま
す
。�

▼
補
助
対
象
�

　
飯
田
下
伊
那
地
域
に
居
住
す

　
る
生
後
６
ヶ
月
以
上
の
健
康

　
な
犬
、
ね
こ
の
飼
育
者
。
犬

　
に
つ
い
て
は
狂
犬
病
予
防
法

　
に
基
づ
く
登
録
・
予
防
注
射

　
実
施
済
で
あ
る
こ
と
。�

▼
補
助
金
額
・
予
定
頭
数
�

　
不
妊
手
術
（
雌
）�

　
４
千
円
　
８０
頭
�

　
去
勢
手
術
（
雄
）�

　
３
千
円
　
４０
頭
�

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。�

▼
手
術
実
施
期
間
�

　
１１
月
１
日
e
〜
１１
月
３０
日
f
�

▼
申
込
方
法
�

　
往
復
は
が
き
に
、
①
住
所
②

　
氏
名
③
電
話
番
号
④
犬
・
ね

　
こ
の
種
類
⑤
犬
・
ね
こ
の
性

　
別
⑥
犬
・
ね
こ
の
年
齢
⑦
犬

　
の
場
合
は
鑑
札
又
は
注
射
済

　
番
号
を
記
入
し
郵
送
。
た
だ

　
し
、
一
戸
に
つ
き
一
通
に
限

　
り
ま
す
。�

▼
申
込
期
限
�

　
１０
月
１２
日
f

必
着
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
３
４
�

　
飯
田
市
追
手
町
２
―
６
７
８
�

　
飯
田
保
健
所
食
品
衛
生
課
内
�

　
飯
伊
動
物
愛
護
会
事
務
局
�

　
1（
５
３
）
０
４
４
６
�

農
薬
の�

適
正
管
理
に
つ
い
て�

社
会
生
活
基
本
調
査
が�

実
施
さ
れ
ま
す�

１０
月
は
労
働
保
険�

適
用
促
進
月
間�

長
野
県
統
計
書�

予
約
申
込�

　
農
薬
に
よ
る
防
除
、
適
正
管

理
の
た
め
次
の
こ
と
を
守
り
ま

し
ょ
う
。�

○
調
合
は
適
切
な
量
を
心
が
け

　
残
液
は
散
布
ム
ラ
の
調
整
に

　
使
用
し
河
川
へ
は
流
さ
な
い
。�

○
保
管
す
る
場
所
へ
は
必
要
な

　
表
示
と
施
錠
な
ど
に
よ
り
、

　
盗
難
紛
失
防
止
に
努
め
る
。�

○
不
用
農
薬
は
関
係
機
関
が
行

　
う
回
収
に
よ
り
、
適
正
に
処

　
理
を
行
う
。�

○
防
除
地
周
辺
に
住
宅
な
ど
が

　
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
声
を

　
か
け
る
な
ど
周
辺
へ
の
影
響

　
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
農
政
課�

　
内
線
３
５
１
８�

　
社
会
生
活
基
本
調
査
は
、
国

民
の
生
活
時
間
の
配
分
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
学
習
・

研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
・
娯
楽
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
旅
行
・

行
楽
な
ど
、
社
会
生
活
の
実
態

を
総
合
的
に
明
ら
か
に
し
て
各

種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
す

る
も
の
で
す
。�

　
一
定
の
方
法
で
選
ば
れ
た
調

査
世
帯
に
、
調
査
員
が
１０
月
上

旬
に
訪
問
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
県
情
報
政
策
課
　統
計
第
２
係�

　
1
０
２
６（
２
３
２
）０
１
１
１�

　
内
線
５
１
１
２�

　
県
統
計
協
会
編
集
発
行
の
「
長

野
県
統
計
書
平
成
１１
年
版
」
の

注
文
を
受
け
付
け
ま
す
。�

　
県
内
の
人
口
・
世
帯
数
を
は

じ
め
と
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
統
計
数
値
を
収
録
し
た
総
合

統
計
書
で
す
。�

▼
価
格
　
４
千
９
百
円�

▼
申
込
方
法�

○
申
込
書
は
市
役
所
の
本
庁
と

　
各
支
所
の
受
付
に
あ
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
申
込
書
に
必

　
要
事
項
を
記
入
の
上
、
代
金

　
と
一
緒
に
本
庁
情
報
統
計
係

　
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。�

○
申
込
期
間�

　
１０
月
９
日
c
〜
１０
月
３１
日
d�

▼
配
布
　
１２
月
上
旬
（
予
定
）�

▼
問
合
せ
　
企
画
課�

　
情
報
統
計
係　
内
線
２
２
４
３�

　
労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険

と
労
災
保
険
の
総
称
で
す
。
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
場
合
は
、
必
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
国
の
保
険
制
度

で
す
。�

※
雇
用
保
険
は
一
部
適
用
除
外

　
が
あ
り
ま
す
。�

▼
雇
用
保
険�

　
失
業
し
た
場
合
の
生
活
の
安

　
定
と
再
就
職
の
た
め
の
給
付
、

　
高
年
齢
者
や
育
児
休
業
者
の

　
雇
用
継
続
の
た
め
の
給
付
お

　
よ
び
失
業
予
防
の
た
め
の
援

　
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

▼
労
災
保
険�

　
労
働
者
の
業
務
上
や
通
勤
途

　
上
の
災
害
に
対
し
て
、
必
要

　
な
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

▼
手
続
方
法�

　
飯
田
公
共
職
業
安
定
所
・
飯

　
田
労
働
基
準
監
督
署
で
加
入

　
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田�

　
1（
２
４
）
８
６
０
９�

　
飯
田
労
働
基
準
監
督
署�

　
1（
２
２
）
２
６
３
５�
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松
川
水
環
境
保
全
推
進
協
議

会
で
は
、
飯
田
松
川
流
域
の
丸

山
・
追
手
町
・
松
尾
・
伊
賀
良
・

鼎
・
上
郷
小
学
校
の
５
年
生
を

対
象
に
、「
川
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
標
語
を
募
集
し
、
５
３
０
点

余
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。�

そ
の
中
で
入
賞
さ
れ
た
み
な
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

▼
最
優
秀
賞
�

　
鼎
小
学
校
　
鷲
見
嵩
之
�

　「
夏
の
夜
に
�

　
　
　
花
火
う
つ
る
や
松
川
に
」�

▼
優
秀
賞
�

　
松
尾
小
学
校
　
岡
元
浩
樹
�

　
松
尾
小
学
校
　
羽
場
杏
奈
�

　
上
郷
小
学
校
　
澤
田
亜
希
�

▼
会
長
賞
�

　
追
手
町
小
学
校　
中
島
美
早
紀
�

▼
入
選
�

　
松
尾
小
学
校
　
小
澤
蓉
子
�

　
松
尾
小
学
校
　
山
　
愛
�

　
松
尾
小
学
校
　
山
下
美
保
�

　
伊
賀
良
小
学
校
　
筒
井
春
佳
�

　
鼎
小
学
校
　
小
林
聡
吾
�

※
以
上
１０
人
の
作
品
に
つ
い
て

　
は
１０
月
１３
日
g
・
１４
日
a
飯

　
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

　
開
催
す
る
「
生
活
と
環
境
ま

つ
り
２
０
０
１
」
の
式
典
に
お

い
て
、
表
彰
お
よ
び
展
示
を
行

い
ま
す
。�

　
ま
た
佳
作
１０
作
品
に
つ
い
て

も
期
間
中
展
示
を
行
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
環
境
保
全
課
�

　
内
線
５
２
４
９
�

川
を
テ
ー
マ
と
し
た�

標
語
入
賞
者�

　
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方

は
ご
照
会
く
だ
さ
い
。�

○
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に

　
戦
傷
病
者
等
の
妻
と
な
っ
た

　
方
で
、
当
該
戦
傷
病
者
等
が
、

　
平
成
１３
年
４
月
１
日
に
お
い

　
て
第
５
款
症
以
上
の
増
加
恩

　
給
等
を
受
け
て
い
た
方
。�

○
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

　
特
別
給
付
金
の
受
給
権
を
取

　
得
し
た
妻
で
あ
っ
て
、
戦
傷

　
病
者
等
で
あ
る
夫
が
、
平
成

　
５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
８

　
年
９
月
３０
日
ま
で
の
間
に
公

　
務
傷
病
以
外
の
原
因
に
よ
り

　
死
亡
さ
れ
た
方
。�

▼
請
求
期
間�

　
平
成
１３
年
１０
月
１
日
〜�

　
平
成
１６
年
９
月
３０
日�

▼
問
合
せ�

　
福
祉
課
　
庶
務
係 �

　
内
線
５
３
７
２�

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方�

へ
特
別
給
付
金
支
給�

飯田市国民健康保険�

▼問合せ　保健課　国保係�
　　　　　1(22)4511　内線5523

出産費資金貸付制度　　　　
　　　　　10/1 スタート�
出産費資金貸付制度　　　　
　　　　　10/1 スタート�

要件・内容�

申込方法�

　飯田市国民健康保険では、被保険者が出産した場合、出産育児一時金として30万円を支給して
います。一時金は出産費用の支払い後に支給します。�
　この貸付制度は、出産に伴う費用負担の軽減を目的として、希望者へ出産前にその費用の貸付
をするものです。�

　次の書類を添えて、市役所保健課国保係へ申し込みください。�
　・1、2の要件を証明する書類（母子手帳など）�
　・2の場合は請求書または領収書（出産に要する費用の内訳が記載されていること）�
※詳しくはお問い合わせください。�

※貸付を受けた被保険者が、出産前に転出また
　は他の保険に加入するなどで被保険者の資格
　がなくなった場合は、貸し付けた金額を返還
　していただきます。�

◎申込のできる方�
　貸付の申込を行う時において、国民健康保険税の滞納がない世帯主。�
◎貸付対象となる被保険者の方�
　次の1または2に該当する方。�
　1 被保険者であって、出産予定日まで1ヶ月以内の方。（出産予定日を過ぎた方も含む）�
　2 被保険者である妊娠4ヶ月以上の方で出産に要する費用について、医療機関から請求を受け、または�
　　医療機関にその費用を支払った方。�
◎貸付の金額　貸付金額は、出産育児一時金の額（30万円）の8割（24万円）を限度とします。�
◎返済方法　貸付金の返済は、出産育児一時金の支給の際に相殺します。�
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１０
月
１
日
現
在
で
飯
田
市
に

１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
に
、

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。�

▼
支
給
条
件
�

○
慢
性
腎
疾
患
に
よ
る
人
工
透

　
析
患
者
で
、
特
定
疾
病
療
養

　
受
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方
ま
た
は
腎
臓
機
能
障
害

　
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
方
。�

○
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
手

　
術
を
受
け
、
直
腸
・
膀
胱
・
小

　
腸
の
機
能
障
害
の
身
体
障
害

　
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　
な
い
方
で
、
ス
ト
マ
用
装
具

　
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方
。�

▼
申
請
手
続
�

　
り
ん
ご
庁
舎
障
害
福
祉
係
、

　
市
役
所
保
健
課
、
各
支
所
ま

　
た
は
人
工
透
析
を
行
っ
て
い

　
る
病
院
窓
口
へ
申
請
。�

▼
持
ち
物
�

○
人
工
透
析
患
者
の
方
は
、
特

　
定
疾
病
療
養
受
療
証
ま
た
は

　
腎
臓
機
能
障
害
の
身
体
障
害

　
者
手
帳
。�

○
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
手
術

　
者
は
、
ス
ト
マ
用
装
具
の
購

　
入
領
収
書
（
本
人
氏
名
と
業

　
者
名
が
は
っ
き
り
記
入
さ
れ

　
て
い
る
も
の
）�

○
印
鑑
、
振
込
口
座
・
名
義
人

　
な
ど
が
わ
か
る
も
の
�

▼
申
請
期
限
　
１０
月
３１
日
ま
で
�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
　
障
害
福

　
祉
係
　
内
線
５
３
１
４
�

人
工
透
析
患
者
等�

見
舞
金
の
お
知
ら
せ�

　
老
人
保
健
法
で
は
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
高
齢
者
が
入
院

し
た
場
合
、
一
部
負
担
金
と
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。�

※
入
院
す
る
と
き
に
「
減
額
認

　
定
証
」
が
必
要
で
す
の
で
、

　
あ
ら
か
じ
め
申
請
手
続
き
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た

　
月
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。�

▼
申
請
方
法
　
老
人
保
健
医
療

　
受
給
者
証
、
保
険
証
を
持
っ

　
て
保
健
課
ま
た
は
市
役
所
各

　
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
　
医
療
給

　
付
係
　
内
線
５
５
２
６
�

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
と
、
労
働
者

を
一
人
で
も
使
用
し
て
い
る
す

べ
て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
改
正

さ
れ
、
１０
月
１
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。�

　
最
低
賃
金
は
国
が
賃
金
の
最

低
限
度
額
を
定
め
、
使
用
者
は

そ
れ
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。�

▼
日
額
　
５
１
６
４
円
�

▼
時
間
額
　
６
４
６
円
�

※
臨
時
的
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、

　
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
お

　
よ
び
家
族
手
当
な
ど
は
対
象

　
外
で
す
。�

▼
問
合
せ
　
長
野
労
働
局
�

　
労
働
基
準
部
　
賃
金
室
�

　
1
０
２
６（
２
３
４
）５
１
２
１
�

老
人
保
健
法
制
度
の�

ご
案
内�

　
８
ナ
ン
バ
ー
車
の
構
造
要
件

が
１０
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
し

た
。（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
は
平

成
１５
年
４
月
１
日
か
ら
）�

▼
主
な
変
更
点
�

○
特
種
用
途
車
の
車
体
形
状

　
ご
と
に
構
造
要
件
を
定
め

　
ま
し
た
。�

○
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
、
放
送
宣

　
伝
車
の
構
造
要
件
を
変
更
し
、

　
車
室
の
高
さ
基
準
な
ど
を
新

　
た
に
設
け
ま
し
た
。�

○
セ
ダ
ン
、
ク
ー
ペ
、
オ
ー
プ

　
ン
カ
ー
な
ど
の
乗
用
車
は
原

　
則
と
し
て
特
種
用
途
車
に
は

　
な
り
ま
せ
ん
。�

○
車
い
す
利
用
者
な
ど
を
輸
送

　
す
る
た
め
の
自
動
車
は
、従
前

　
の
仕
様
で
は
特
種
用
途
車
に

　
な
ら
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
長
野
陸
運
支
局
�

　
1
０
２
６（
２
４
３
）５
５
４
２
�

　
松
本
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
�

　
1
０
２
６
３（
５
８
）３
１
８
０
�

8
ナ
ン
バ
ー
車
の�

構
造
要
件�

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
民

間
の
社
会
福
祉
事
業
を
支
援
す

る
た
め
の
募
金
と
し
て
「
社
会

福
祉
法
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

１０
月
〜
１２
月
ま
で
全
国
一
斉
に

展
開
し
ま
す
。�

　
昨
年
は
皆
さ
ま
か
ら
の
善

意
に
よ
る
募
金
が
２
千
２
７

７
万
６
千
５
８
６
円
（
飯
田
市
）

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は

寝
た
き
り
・
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
方
々

に
対
す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・

活
動
の
支
援
な
ど
、
地
域
福
祉

の
充
実
の
た
め
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
長
野
県
共
同
募
金

　
会
飯
田
市
支
会
�

　
1（
５
３
）
３
１
８
０
�

赤
い
羽
根
共
同
募
金�

最
低
賃
金
の
改
正�

動物園の�
休園日�

■問合せ　動物園�

22-0416

10月 1日b◆ 9日c�
　◆11日e◆15日b�
22日b◆29日b

対　　象� 食事代（1日）�
一部負担金�
1ヶ月上限金�

一般（通常の場合）�

市民税非課税世帯�

市民税非課税世帯で�
老齢福祉年金受給者�

90日までの入院　650円�
90日を超える入院500円�

37,200円�

24,600円�

15,000円�

780円�

300円�
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�

平成13年分より農業所得の申告方法が変わります。今までの農業所得標準「お知ら
せ」は送付いたしません。実際の収入金額から必要経費を差し引いて所得計算する収
支計算（原則）か、「経費目安割合」方式（新）での申告方法となります。�
　※すでに収支計算で申告されている方は「経費目安割合」方式は使えません。�

■問合せ　税務課　市民税係　内線5161

農業所得を標準で申告されてきた方へ�農業所得を標準で申告されてきた方へ�

経費目安割合方式とは？�

×�収入金額� 1－経費目安割合� 農業所得�＝�

経費目安割合は次の3種類があります。�
　◎田作物農業用　　水稲�
　◎畑作物農業用　　野菜など�
　◎果樹栽培農業用　りんご・なしなど�

農業所得の申告方法Ｑ＆Ａ�

質問1　どの種類の経費目安割合を使って計算するのですか。�
答え　複数の作物収入がある場合でも、収入金額の一番大きい種類を使用します。�
　　　例）　水稲収入30万円　野菜収入50万円　りんご収入100万円�
　　　　 この場合収入金額が一番多いのは「りんご収入」。果樹栽培農業用の経費目安
　　　　 割合を使用します。�
　　　　 180万円×（1－果樹栽培農業用経費目安割合）＝農業所得�

答え　12月末に配布する予定です。この収入金報告書に基づいてご自分で計算し農業
　　　所得を算出します。報告書は、2月18日からの確定（住民税）申告書に添付して提
　　　出してください。�

質問3　経費目安割合の率はいつ頃わかるのですか。�

答え　「収入金報告書」と同時配布する予定です。�

質問4　今後も経費目安割合方式の申告が続くのでしょうか。�

答え　平成14年分から段階的に収入金額に応じて、収支計算による申告に移行してい　
　　ただく計画になっています。伝票類の保存や記録は行うようにしてください。�

質問5　農機具を購入しましたが、控除はされますか。�

答え　購入した農機具や雇人費などは、経費目安割合方式では個別には控除できません。
　　　個々の実情に適した収支計算での申告をおすすめします。�

質問2　「農産物等収入金報告書」はなくなるのですか。�

※収支計算をされる方は、特典のある青色申告をご利用ください。�
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既
に
保
育
所
に
入
所
中
の
方�

平成
14年

度�
保育所とは�保育所とは�

平成
14年

度�
　ご家族が、仕事や長期傷病などで、家庭での保育ができない場合に、そのお子さ

んをお預かりする福祉施設です。入所ができるのは、０歳から小学校入学前まで

のお子さんです。�

　保護者の皆さんは、いろいろな保育所を見たり直接話を聞いて、希望する保育

所を選択することができます。�

　また、保育所では、以下のサービスもおこなっておりますので、各保育所へお尋

ねください。ただし、保育所の入所状況によりお受けできない場合もあります。�

一時的保育　（各保育所で実施）�
保護者の都合や、疾病により緊急に保育が必要
な時、保育所に入所していないお子さんを、一時
的に保育所でお預かりします。（有料）�

入
所
手
続
の
方
法
は

入
所
手
続
の
方
法
は�

入
所
手
続
の
方
法
は�

保
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日曜・休日保育　（飯田中央保育園で実施）�
日曜・休日に保育が必要な家庭を対象に保育
を行います。他の保育所に入所しているお子
さんも利用できます。（有料）�
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　☆飯田市のホームページ子育てネットでも紹介しています。http://www.city.iida.nagano.jp/kodomo/

Ｑ�Ｑ�Ｑ�Ｑ� Ａ�Ａ�Ａ�Ａ�

 橋　北 私 飯田子供の園 馬場町3-501 22-1389 60 0歳～5歳 7:30～19:00 11月3日 14:00�
 
橋　南

 私 飯田仏教 箕瀬町1-2453 24-0402 120 0歳～5歳 7:00～19:00 11月3日 10:00�
  私 飯田中央 中央通り2-9 22-4134 220 0歳～5歳 7:00～20:00 11月4日 10:00�
 羽　場 私 羽場 白山通り3-362 23-1388 45 0歳～5歳 7:00～19:00 11月3日 10:00�
 
丸　山

 私 風越 丸山町2-6728 22-2389 120 0歳～5歳 7:00～19:00 11月3日 14:00�
  公 丸山 今宮町2-113-2 22-2077 70 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 東　野 私 慈光 宮の前4410-1 23-1390 45 0歳～3歳 7:00～19:00 11月3日 15:00�
 
座光寺

 公 座光寺 座光寺2668 22-1147 60 1歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 大堤 座光寺1008 23-9666 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
 
松　尾

 公 松尾 松尾城5155 22-2244 230 1歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 松尾東 松尾寺所5645-1 52-2289 120 1歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
 下久堅 公 下久堅 下久堅知久平940-2 29-8055 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月3日 10:00�
 上久堅 公 上久堅 上久堅7606 29-7053 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 
千　代

 公 千代 千代932-5 59-2144 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
  公 千栄 千栄1524 27-3736 30 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 龍　江 公 龍江 龍江4680 27-3681 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月3日 10:00�
 
竜　丘

 私 時又 時又329 26-9208 150 0歳～5歳 7:00～19:00 11月3日 10:00�
  公 竜丘 桐林378 26-8417 90 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 川　路 公 川路 川路3467-2 27-3202 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 三　穂 公 三穂 伊豆木5451-14 27-3774 45 1歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 
山　本

 私 さくら 山本600-1 28-1050 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 山本 山本3340-2 25-2440 90 1歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
  公 久米 久米858-10 25-3801 30 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 

伊賀良

 私 伊賀良 大瀬木1103 25-7123 120 0歳～5歳 7:30～19:00 11月1日 16:00�
  私 育良 北方130 23-5873 120 0歳～5歳 7:00～19:00 11月4日 14:00�
  公 中村 中村1840-1 25-7217 45 1歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
  公 殿岡 下殿岡1020 25-3707 90 1歳～5歳 8:00～18:00 11月3日 10:00�
 

鼎

 私 明星 鼎切石3928 24-8020 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月3日 10:00�
  公 鼎東 鼎下山538-2 22-3878 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
  公 鼎みつば 鼎名古熊2339 53-3277 150 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 鼎西 鼎切石4884 24-4080 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
  公 鼎幼稚園 鼎中平2242 23-2341 120 3歳～5歳 8:00～16:00 11月3日 10:00�
 

上　郷

 私 高松 上郷黒田236 22-4095 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月3日 14:00�
  公 上郷東 上郷飯沼784-1 22-2440 90 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�
  公 上郷西 上郷黒田1488 22-2441 120 1歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 上郷南 上郷別府2126 24-4470 90 0歳～5歳 7:30～19:00 11月4日 10:00�
  公 上郷北 上郷黒田2109-1 23-9656 45 3歳～5歳 8:00～16:00 11月4日 10:00�

 認可外 私 あすなろ 育良町3-15-2 23-4656 30 0歳～3歳 7:00～22:00 直接園にお尋ねください�

 
地　区

 公立   
保育園名 　   住　　　所  電　話 定員 受入年齢 開所時間

 入所説明会 �
  私立        月・日  時 間�

※各会場とも駐車場がありませんので、ご注意ください。  ※0歳児保育は保育所によって受け入れ月齢が異なります。�
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バスに乗って、市内の施設や市が実施しているいろいろな事業を市民の皆さんにご案内し、理解を

深めていただく、「乗り合い市政ガイド　いってみまいカー」を今年も開催します。本年は中学生以上の

方を対象に都市づくり・文化・環境・産業・福祉の5つのコースを予定しています。�

今回は、「文化コース」「都市づくりコース」「産業コース」の3つのコースをご案内します。�

○文化コース�
　教育委員会学校教育課　　1（53）4545�
○都市づくりコース�
　秘書広報課　　1（22）4511・内線2124�
○産業コース�
　産業労政課庶務係　　　　1（22）4711

で知ってみまいカー！�で知ってみまいカー！�で知ってみまいカー！�で知ってみまいカー！�

産業コース�
●集合日時　　　　　　　午前8時45分�
●集合場所　市役所正面玄関�

●参加費用　1,000円（昼食代）�

●担当者から�

移動途中でも、車窓から風景を眺めながら説明を

しますのでお楽しみに。また、今回の見学コースに

は、地場産品や農作物の販売所が含まれています

から、昼食代の他にお小遣い持参をお勧めします。�

　8：50　　　　　市役所出発�
　9：00～　9：30　トップヒルズ本町・りんご庁舎（橋南）�
　9：40～10：00　地場産業センター・ＥＭＣセンター（上郷別府）�
10：30～10：50　体験農園施設・小野子クラインガルテン（上久堅）�
11：10～11：25　よこね田んぼ（千代）�
11：35～13：00　農村寄宿舎「ごんべえ邑」　昼食（千代）�
13：20～13：50　天竜峡活性化センターあざれあ（龍江）�
14：00～14：15　治水対策事業盛土地区（JR川路駅舎付近）�
14：20～15：00　環境産業公園（竜丘桐林）�
15：20～16：00　りんご並木・三連蔵（橋南）�

●集合日時　　　　　　　　　　午前9時00分�

●集合場所　市役所正面玄関�

●参加費用　800円（昼食代）�

●担当者から�

　日常生活の基礎となる道路・公園整備や新しい

　地域づくりを見て歩いてみましょう。�

※防災・消防コースも別途検討中。�

　9：00　　　　　市役所集合・出発�
　9：20～　9：50　地域交流センター（りんご庁舎）（橋南）�
10：10～10：40　風越山麓子供のもり公園整備（丸山）�
11：00～11：45　三遠南信自動車道整備状況�
　　　　　　　　（山本JC→天竜峡JC予定地工事ヶ所）�
12：00～12：45　天竜峡活性化センターあざれあ 昼食（龍江）�
13：00～13：15　天竜峡エコバレープロジェクト（龍江）�
13：25～13：40　天竜峡エコバレープロジェクト（竜丘）�
13：50～14：15　天竜峡エコバレープロジェクト（川路）�
15：00　　　　　市役所帰着・解散�

都市づくりコース�

文化コース�
●集合日時　　　　　　　　　　午前8時50分�

●集合場所　市役所裏駐車場�

●参加費用　1,400円（施設入場料）�

●持 ち  物　昼食・飲み物�

●担当者から�

　生活にゆとりを、心を豊かにする文化施設巡り、　

　歴史を超えた聖徳太子の物語をご堪能ください。�

　9：00　　　　　市役所出発�
　9：10～　9：40　上郷考古博物館・秀水美人画美術館（上郷）�
　9：50～10：30　黒田人形浄瑠璃伝承館・下黒田の舞台（上郷）�
10：45～12：10　竹田扇之助記念国際糸操り人形館（座光寺）�
　　　　　　　 　旧座光寺麻績学校校舎・麻績の館　昼食�
12：30　　　  　 三日市場運動公園（車窓）�
12：40～13：10　小笠原資料館・旧小笠原家書院（三穂）�
13：30～14：00　飯田市生涯学習センター（竜丘）�
14：20～15：10　美術博物館　特別展�
　　　　　　　　「聖徳太子絵伝が語るもの」�
15：15　　　　　市役所帰着・解散�

●定　　員　各コース20人�
　　　　　　（申し込み順となります）�
●申込期間　10月15日B～17日D　8:30～17:15�
●申込方法　参加ご希望の方は、住所・氏名・年齢・
　電話番号を申込先まで電話でお知らせください。�
●希望者が多くなることが予想されるため、1人1
　コースの参加を原則とさせていただきます。　�

問
合
せ･

申
込
先�

申
込
方
法�

乗り合い市政ガイド�

●コース日程�

●コース日程�

●コース日程�
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去
る
９
月
５
日
の
夜
か
ら
降

り
続
い
た
雨
の
影
響
で
、
高
知

県
の
２
５
５
世
帯
が
床
上
浸
水

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現
在

も
市
民
約
４
０
０
人
が
避
難
所

で
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。�

　
日
本
赤
十
字
社
飯
田
市
地
区

で
は
、
義
援
金
の
受
付
を
開
始

し
ま
し
た
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。�

▼
受
付
窓
口
�

　
市
役
所
本
庁
・
り
ん
ご
庁
舎

　
福
祉
課
・
市
役
所
各
支
所
�

▼
受
付
期
間
�

　
１０
月
１
日
b
〜
３１
日
d
�

▼
そ
の
他
　
次
の
郵
便
振
替
も

　
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。�

　
口
座
番
号
「
０
１
６
８
０
―

　
６
―
３
０
３
」
名
義
「
日
本

　
赤
十
字
社
高
知
県
支
部
」（
通

　
信
欄
に
高
知
県
西
部
大
雨
と

　
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
振
り
込

　
み
手
数
料
は
無
料
で
す
。）�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
　
庶
務
係
�

　
日
赤
事
務
局
　
内
線
５
３
７
３
�

高
知
県
西
部
大
雨
災
害�

義
援
金
受
付
開
始�

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー�

受
入
農
家
・
参
加
者�

　
公
社
で
は
県
下
一
斉
に
平
成

１３
年
度
秋
期
分
譲
の
募
集
を
行

い
ま
す
。�

▼
江
戸
浜
団
地
�

○
募
集
期
間
　
随
時
受
付
�

○
区
画
数
　
１
�

○
面
積
　
２
３
５
㎡
�

○
価
格
　
１
４
３
３
万
円
�

▼
大
堤
団
地
�

○
募
集
期
間
　
随
時
受
付
�

○
区
画
数
　
１０
�

○
面
積
　
区
画
平
均
３
０
５
㎡
�

○
価
格
�

　
１
１
１
３
〜
１
５
４
４
万
円
�

▼
鼎
分
譲
地
�

○
募
集
期
間
　
随
時
受
付
�

○
区
画
数
　
１
�

○
面
積
　
３
２
２
㎡
�

○
価
格
　
１
４
５
９
万
円
�

▼
分
譲
方
法
�

　
公
的
事
業
主
体
が
造
成
し
た

　
住
宅
地
で
、
代
金
決
済
後
所

　
有
権
移
転
登
記
し
ま
す
。
返

　
済
計
画
に
合
わ
せ
た
住
宅
建

　
設
が
可
能
で
す
。�

▼
問
合
せ
　
長
野
県
住
宅
供
給

　
公
社
　
分
譲
課
�

　
1
０
２
６（
２
２
７
）４
３
２
２
�

　
広
報
い
い
だ
９
／
１５
号
４
ペ

ー
ジ
「
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
の
お
知
ら
せ
」
の
中
で
日
付

の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。�

▼
誤
　
１１
月
１２
日
a
�

▼
正
　
１１
月
１１
日
a
�

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
大
変

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

長
野
県
住
宅
公
社
の�

宅
地
分
譲�

防
衛
医
大
生
・
防
衛
大
生�

看
護
学
生�

広
報
い
い
だ
9
／
１５
号�

訂
正
と
お
詫
び�

　
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
。�

　
農
業
に
関
心
を
持
ち
本
気
で

農
業
を
し
て
み
た
い
人
た
ち
が
、

忙
し
い
時
期
の
農
家
の
お
手
伝

い
行
う
制
度
で
す
。
現
在
、
飯

田
市
外
か
ら
約
４
０
０
人
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
方
を

登
録
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
お
手

伝
い
を
希
望
す
る
農
家
の
方
は
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
農
家
の
お
手
伝
い
を

し
て
み
た
い
方
に
つ
い
て
も
募

集
し
て
い
ま
す
。�

▼
開
催
日
程
�

　
１１
月
１
日
e
〜
４
日
a
�

　
１１
月
２２
日
e
〜
２５
日
a
�

▼
申
込
期
限
　
１０
月
１２
日
f
�

▼
問
合
せ
�

　
農
政
課
　
内
線
３
５
１
５
�

　
ユ
ニ
ー
飯
田
駅
前
店
の
ご
協
力

を
得
て
、店
内
の
一
部
を
販
売
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
ま
す
。お

気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
場
所
　
ユ
ニ
ー
飯
田
駅
前
店

　
１
階
催
事
コ
ー
ナ
ー（
約
３０
坪
）�

▼
対
象
者
　
飯
田
下
伊
那
で
事

　
業
を
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

　
は
居
住
さ
れ
て
い
る
方�

▼
利
用
料
　
歩
合
制
（
５
％
程
度
）�

▼
利
用
期
間
　
３
〜
７
日
間�

▼
受
付
期
間
　
随
時�

▼
実
施
期
間�

　
１０
月
下
旬
〜
来
年
３
月
末�

▼
選
考
　
書
類
審
査
と
面
接�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
商
業
観
光

　
課
　
内
線
３
６
１
１�

　
防
衛
医
科
大
学
校
生
、
防
衛

大
学
校
生
お
よ
び
看
護
学
生
を

募
集
し
ま
す
。�

▼
防
衛
医
科
大
学
校
学
生�

・
医
師
で
あ
る
幹
部
自
衛
官
養

　
成
コ
ー
ス�

・
修
業
年
限
６
年�

・
月
１
０
７
、
６
０
０
円
の
給

　
与
と
年
３
回
の
賞
与
支
給�

▼
防
衛
大
学
校
学
生�

・
陸
上
、
海
上
、
航
空
の
各
幹

　
部
自
衛
官
養
成
コ
ー
ス�

・
修
業
年
限
４
年�

・
月
１
０
７
、
６
０
０
円
の
給

　
与
と
年
３
回
の
賞
与
支
給�

▼
看
護
学
生�

・
陸
上
自
衛
隊
に
お
け
る
看
護

　
自
衛
官
養
成
コ
ー
ス�

・
修
業
年
限
３
年�

・
月
１
６
３
、
３
０
０
円
の
給

　
与
と
年
３
回
の
賞
与
支
給�

※
被
服
、
食
事
な
ど
は
全
て
貸

　
与
ま
た
は
支
給�

▼
受
験
資
格�

・
防
衛
医
科
・
防
衛
大
学
校
学
生�

　
１８
歳
以
上
２１
歳
未
満
の
者�

・
看
護
学
生�

　
１８
歳
以
上
２４
歳
未
満
の
者�

※
年
齢
は
平
成
１４
年
４
月
１
日
現

　
在
。日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
。�

▼
試
験
日�

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生�

　
１１
月
３
日
g
〜
４
日
a�

・
防
衛
大
学
校
学
生�

　
１１
月
１０
日
g
〜
１１
日
a�

・
看
護
学
生
　
１０
月
２３
日
c�

▼
募
集
期
間
　
１０
月
１２
日
f
ま
で�

▼
問
合
せ
　
自
衛
隊
飯
田
出
張

　
所
　
1（
２
２
）
２
６
１
３�

売
っ
て
み
ま
い
か
！�

in
ユ
ニ
ー�
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紙
コ
ッ
プ
で
人
形
劇
の�

人
形
を
作
ろ
う�

　
人
形
劇
の
人
形
を
紙
コ
ッ
プ

で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
１０
月
１３
日
g
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館
�

▼
講
師
　
寺
谷
純
一
郎
氏
�

▼
材
料
費
　
百
円
�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
�

飯
田
産
業
技
術
大
学�

大
学
連
携
講
座�

　
市
と
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
で
は
地
域
の
工
業
人
材
育
成

事
業
と
し
て
、
飯
田
産
業
技
術

大
学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
複
数
の
大
学
関
係
者
や
専
門

家
と
の
直
接
連
携
に
よ
る
専
門

講
座
で
す
。�

▼
時
間
�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分
�

▼
場
所
�

　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
�

▼
参
加
料
　
１
回
２
千
円
�

▼
内
容
�

○
経
営
学
講
座
�

・
１０
月
１５
日
b
　
明
治
大
学
経

　
営
学
部
教
授
　
坂
本
恒
夫
氏
�

　「
中
小
企
業
の
再
生
ビ
ジ
ネ

　
ス
戦
略
」�

○
Ｉ
Ｔ
・
情
報
工
学
講
座
�

・
１０
月
１８
日
e
　
信
州
大
学
　

　
工
学
部
情
報
工
学
科
助
教
授
�

　
ア
サ
ノ
・
デ
ー
ビ
ッ
ト
氏
�

　「
符
号
技
術
導
入
講
座
」�

○
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
講
座
�

・
１０
月
２２
日
b
　
信
州
大
学
繊

　
維
学
部
機
能
機
械
学
科
講
師
�

　
河
村
隆
氏
「
メ
カ
ト
ロ
技
術

　
基
礎
」�

・
１０
月
２９
日
b
・
１１
月
６
日
c
�

　
東
京
電
気
大
学
理
工
学
部
知

　
能
機
械
工
学
科
教
授
　
斉
藤

　
之
男
氏
「
Ｎ
Ｃ
コ
ン
ト
ロ
ー

　
ラ
の
基
礎
と
サ
ー
ボ
系
」�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
�

　
1（
５
２
）
１
６
１
３
�

10月の納税�

税目�

納期�

市県民税（3期）�
国民健康保険税（10月分）�

�

10月31日（水）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

遠
　
州�

◆掛塚屋台まつり　　竜洋町役場　　10538（66）9107�

◆舞阪大太鼓まつり　舞阪町役場　　1053（592）8813�

◆三ヶ日みかん狩り　みかん狩り組合  1053（526）2253

■問合せ�

　
浜
名
湖
の
北
側
に
位
置
す
る
三

ヶ
日
町
で
は
、
み
か
ん
の
収
穫
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
町
内
に
9

園
あ
る
み
か
ん
狩
り
園
で
は
、
新

鮮
な
も
ぎ
た
て
み
か
ん
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
三
ヶ
日
み
か

ん
の
中
で
も
、
正

月
明
け
に
出
回
る

「
青
島
」
と
い
う
品

種
は
、
東
京
・
名

古
屋
方
面
の
市
場

に
運
ば
れ
、
冬
の

果
物
と
し
て
人
気

を
呼
ん
で
い
ま
す
。�

　
毎
年
旧
暦
の
9
月
14
日
と

15
日
行
わ
れ
る
「
舞
阪
大
太
鼓

ま
つ
り
（
岐
佐
神
社
祭
礼
）」
は
、

豊
漁
を
祈
願
し
て
、
御
輿
や
屋

台
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

圧
巻
は
、
8
台
の
大
太
鼓
を
野

球
の
バ
ッ
ト
の
よ
う
な
バ
チ
で

豪
快
に
叩
く
姿
で
す
。
勇
壮
な

音
が
と
ど
ろ
い
て
、
人
々
の
魂

を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。�

10
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）�

10
月
30
日（
火
）・
31
日（
水
）�

　
天
竜
川
の
河
口
に
あ
っ
た
天

然
の
港
・
掛
塚
湊
は
江
戸
時
代

の
初
め
か
ら
明
治
時
代
ま
で
、

江
戸
・
大
阪
と
遠
州
を
結
ぶ
商

業
港
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
そ

の
歴
史
を
今
に
伝
え
、
海
上
の

安
全
を
祈
る
の
が
貴
船
神
社
の

祭
礼
、
掛
塚
屋
台
ま
つ
り
で
す
。

祭
り
で
使
わ
れ
る
屋
台
に
は
江

戸
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。
屋
台
は
豪
華
絢
爛
た

る
も
の
で
、
金
箔
を
は
り
、
彫

刻
と
精
巧
な
刺
繍
を
施
し
た
天

幕
で
飾
ら
れ
、
当
時
の
美
術
工

芸
の
粋
が
結
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
屋
台
が
華
麗
な
京
都
流
の

お
囃
子
の
な
か
を
、
提
灯
を
き

ら
め
か
せ
な
が
ら
巡
航
す
る
様

は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。�

10
月
6
日
〜
12
月
9
日�

か
け

つ
か
�

ま
い

さ
か
�

き
　
さ
�

き

ぶ
ね
�

し
し
ゅ
う
�
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テ
レ
ビ
・
雑
誌
で
お
馴
染
み

の
小
泉
武
夫
さ
ん
（
東
京
農
大

教
授
）が
飯
田
に
や
っ
て
き
ま
す
。�

　「
味
覚
人
飛
行
物
体
」
を
自

称
す
る
小
泉
さ
ん
は
、
世
界
を

股
に
掛
け
る
食
通
で
す
。
納
豆

を
こ
よ
な
く
愛
し
、
旅
先
に
は

い
つ
も
忘
れ
な
い
。
そ
れ
は
納

豆
に
不
思
議
な
力
が
あ
る
か
ら
。

　
そ
ん
な
お
も
し
ろ
い
話
や
、

体
に
い
い
話
を
小
泉
さ
ん
と
語

り
ま
せ
ん
か
。（
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）�

▼
日
時
　
１０
月
１０
日
d
�

　
午
後
４
時
か
ら
�

　
１０
月
１１
日
e
�

　
午
後
１
時
３０
分
か
ら
�

▼
場
所
　
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
�

▼
問
合
せ
　
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
�

　
1（
５
２
）
１
６
１
３
�

　
児
童
課
家
庭
係
で
は
１０
月
よ

り
女
性
の
悩
み
ご
と
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
「
よ
ろ
ず
悩

み
ご
と
相
談
」
を
行
い
ま
す
。�

　
ま
た
月
１
回
婦
人
相
談
員
に

よ
る
専
門
相
談
も
行
い
ま
す
。�

※
電
話
相
談
も
可
能
で
す
。�

▼
相
談
日
時
�

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
休
み
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�

▼
相
談
場
所
　
児
童
課
家
庭
係
�

　（
り
ん
ご
庁
舎
２
階
）�

▼
専
門
相
談
日
時
　
１０
月
１７
日

　
d
・
１１
月
１４
日
d
・
１２
月
１２
日

　
d
　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時
�

▼
専
門
相
談
場
所
　
男
女
共
同

　
参
画
課
（
り
ん
ご
庁
舎
３
階
）�

▼
問
合
せ
�

　
児
童
課
家
庭
係
�

　
内
線
５
３
４
８
�

　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
１
�

小
泉
さ
ん
と�

語
り
ま
せ
ん
か�

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談�

�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �
家庭児童相談�
（電話でも可）�
電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

福祉よろず相談�

障害者並びに�
ご家族の相談�

戦傷者・戦没者�
援 護 相 談 �

特 別 �
（法律）�

一 般 �

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�
１０月５日（金）�
１０月１９日（金）�
１３：３０～１５：３０�

１０月１２日（金）�
１３:００～１７:００�
１０月８日（月）�
１０月１８日（木）�
１０月２８日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
１０月９日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週木曜日�
９:００～１１:３０�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週火曜日、第１水曜日、
祝日以外の毎日�
９：００～１７：００�

１０月９日（火）�
１３:３０～１６:００�
１１月１日（木）�
１３：００～１６：００�
１０月２０日（土）�
１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は予
約制、電話で申し
込んでください。�

※結婚相談の
受付は相談日以
外でも行ってい
ます。電話で確
認してください。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�
り ん ご 庁 舎 �
２１号相談室�
鼎 公 民 館 �
２ 階 �
さんとぴあ飯田�
（福祉会館２Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�
家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線  ５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�
福 祉 課 �
内線  ５３７２�
福 祉 研 究 会 �
1５２-２５２１�
ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課 1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談

森林は、土砂の流れ出るのを防いだり、水を貯めるなど、私たちの
生活に広く役立つことが知られています。そしてこれらの効用を高め、
樹木の生長を促進するには、森林の適切な間伐が必要です。�
間伐を行うと発生するのが「間伐材」。この間伐材の有効利用が、

森林を守ることにもなります。�

公共事業での使用例�
市の事業でも積極的に間伐材を利用しています。�

柱、壁、床などすべて木造
としました。�
床はいろいろな樹種をつ
なぎ合わせてつくられ、さな
がらモザイク模様。それぞ
れの樹種がわかるように
名板を付け、小学生のうち
から木材に親しむ工夫を
してあります。�

地元の方 と々ともに施設
の配置など全体計画を
作成し、そこにトイレ・あ
ずまやを間伐材利用モ
デル施設として建設。木
材とのふれあい、その暖
かみを感じてもらえる公
園をめざしました。�

今後市内の森林管理を進めるにあわせ、間伐材もたくさん搬出されます。
市民のみなさんも、ぜひ地元間伐材を積極的に利用いただき、森林資源の
活用にご協力をお願いします。� ■問合せ　林務課　内線3531

間伐材を�
使う�

間伐材を�
使う�
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会場の�
ご案内�

47台�

3F

勤労者福祉センター�
さんとぴあ飯田�

■主催／生活と環境まつり実行委員会�■問い合わせ／飯田市環境保全課 ℡.22-4511（内線5245） �
　　　　　　　［当日］飯田勤労者福祉センター℡.22-7494

日程表�2F

1F

体験・展示�
コーナー�

魚つかみ�

ブラックボックス�

裂織体験�

ノートづくり�

里山工作�

猿庫の抹茶�

ラリークイズ�

体験・展示�
コーナー�

はなのき�
 コースターづくり�

住宅相談�

木の名当て�
　　 クイズ�

シルクフラワー�

PPバンド工作�
プラごみ�
　分別体験�

表彰式典�

富山和子�
講 演 会 �

天竜川流域�
シンポジウム�

体験・展示�
コーナー�

魚つかみ�

ブラックボックス�

裂織体験�

ノートづくり�

里山工作�

猿庫の抹茶�

ラリークイズ�

体験・展示�
コーナー�
はなのき�
 コースターづくり�

住宅相談�

木の名当て�
　　 クイズ�

シルクフラワー�

PPバンド工作�
プラごみ�
　分別体験�

こども�
お 店�
  探 検�

生活展�
バザー�

エコクッキング�

エコクッキング�

生活展�
バザー�

太陽光発電�
シンポジウム�

生活展�
バザー�

生活展�
バザー�

環  境�
シアター�

伊那谷の�
自然・景観�
スライド�
ショー�

フリー�
マーケット�
出　店�

フリー�
マーケット�
出　店�

フリー�
マーケット�
出　店�

フリー�
マーケット�
出　店�

伊那谷の�
自然・景観�
スライド�
ショー�

環  境�
シアター�

９：３０～�
１０：００～�
１０：３０～�
１１：００～�
１１：３０～�
１２：００～�
１２：３０～�
１３：００～�
１３：３０～�
１４：００～�
１４：３０～�
１５：００～�
１５：３０～�
１６：００～�

１０：００～�
１０：３０～�
１１：００～�
１１：３０～�
１２：００～�
１２：３０～�
１３：００～�
１３：３０～�
１４：００～�
１４：３０～�
１５：００～�

�

1　階� 2　階� 3　階� 屋　外�

ホ ール� 音楽室� 研修室� 玄　関�視聴覚室� 調　理�
実習室�

ふれあい�
公　園�体育館� 研修室�

生活展バザー�

■環境に優しいイベントです。マイバック、お皿、おはし、お椀を持参してください。�

富山和子講演会�
天竜川流域シンポジウム�

太陽光発電シンポジウム�

表彰式典�

�
エコクッキング�

中学生が�
語る�
環境問題�

はなのきコースターづくり�

環境に優しい住宅相談�

木の名当てクイズ�

里山工作�

シルクフラワー工作�

PPバンド工作�

プラごみ分別体験�

伊那谷の自然・景観�
スライドショー�
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●飯田・下伊那の将来（あす）の生活と環境を考える、総合イベント�

■第３０回いきいきみんなの生活展�
■飯田市環境フェア２００１�

飯田勤労者福祉センター�
さんとぴあ飯田�

［飯田市東栄町旧市立病院跡地］�

■会場周辺約１７０台�
■飯田国道工事事務所約７０台�

10月�13日�14日�土� 日�期日�

会場�

駐車場�

９：３０～１６：００� １０：００～１５：００�

23台�

屋外�

飯田荘�

ふれあい公園�

32台�

県合同�
庁舎�

飯田広域�
消防署�

野底川�

りんご並木� 中
央
通
り�

国道153号�

勤労者福祉�
センター�

こどもお店探し�
（環境にやさしいお店探検）�

フリーマーケット・出店�

つかもう、さわろう川の魚たち�

ブラックボックス�

裂織のはた織り体験�

リサイクルノートづくり�

猿庫の泉抹茶コーナー�

ラリークイズ�

環境シアター�

中学生が語る環境問題�
天竜川流域シンポジウム講演�

「水と�
　緑の国、�
　　　日本」�
富山和子�

講演会�
■10月13日（土） 午前10時45分か

ら�

豊かな水は、豊かな林業、農業によって育まれる。こうした水問
題を本質的に語ってもらいます。�
講師は、「水田はダムである」という重大な指摘を行ったことで
も知られ、国際的にも知られる「日本の米カレンダー」の制作を
はじめ、農業を守るキャンペーンを続けています。�
また、著書『川は生きている』などの「生きているシリーズ」は、
小中学校の教科書にも採用されています。�
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文
化
ガ
イ
ド�

美
博
だ
よ
り�

聖徳太子のものがたり�聖徳太子のものがたり�

●開館時間�
　午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
●休 館 日　毎週月曜日（8日B→9日C）�
●観 覧 料 　※（ ）内は20人以上の団体�

　一般 500円（400円）高校生 300円（250円）�
　小中学生  200円（150円）�

10月6日（土）～11月4日（日）�

飯田市有形文化財　聖徳太子絵伝�
（聖徳太子誕生の場面　赤外線写真）当館蔵�

国指定重要文化財　聖徳太子絵伝�
（物部守屋�との合戦の場面）�
大阪・四天王寺蔵�

　聖徳太子絵伝は、聖徳太子の奇蹟に満ちた一生を描いた絵画資料で
す。今回、聖徳太子絵伝に注目したのは、その貴重な一例が飯田市内から
発見されたことに端を発します。損傷激しく痛 し々い姿ではありますが、聖徳太
子信仰の諸相を雄弁に物語ってくれる貴重な文化遺産です。このたびの展
覧会では、この絵伝の初公開を行うとともに、重要文化財10件を含む約

40件80点の資料により、聖徳太子絵伝が
語る豊饒な説話世界をご紹介します。�

展示期間�

特別講演会�
「聖徳太子絵伝の系譜　 伊那谷への道　　」�
 ●日　時：10月20日（土）午後１時半から�
 ●講　師：阿部泰郎氏（名古屋大学大学院教授）�

白隠石�
（はくいんせき）�

山本竹佐344-16�
飯田市指定文化財（史跡）�
宝暦７年（1757年）白隠和尚が山本通過の際、�
村人の要請により自然石に揮亳されたもの。�

日　時　10月22日(月)午後6時30分開演�

会　場　飯田市公民館�

入場料　3,500円（全席自由）�

　　　　チケット発売中�

出　演　内海桂子�

　　　　九代目春風亭小柳枝�

　　　　春風亭昇輔�

プレイガイド�

平安堂飯田駅前店/平安堂新飯

田店/平安堂座光寺店/飯田サテ

ィ/ジャスコ飯田店/アピタ高森

店/南信州新聞社/飯田市公民館/

飯田文化会館�

内海桂子・春風亭小柳枝二人会�

10/9（火）チケット発売開始�
12月10日（月）　午後6時30分開演　�
　　　　　　　飯田文化会館ホール�
出演は、世界的なヴィオラ奏者　今井信子さんほか5名�
プログラム�
　モーツァルト/ヴァイオリン・ソナタホ短調　K.304
　シュニトケ/弦楽三重奏曲　シューベルト/ピアノ五
　重奏曲 イ長調 D667「ます」�
チケット　全席指定 S席:3,500円　Ａ席一般:2,500円
　　　　　Ａ席高校生以下:1,500円�
プレイガイド�
　平安堂飯田駅前店・新飯田店・座光寺店/精琴堂楽器/
　飯田サティ/ジャスコ飯田店/飯田市公民館/飯田文 
　化会館�

10月10日（水）　午後７時開演�
　会　場　飯田人形劇場�
　入場料　前売り2000円（当日2500円）　発売中�

オペラ人形劇「しのだづま」�
THE SHE-FOX OF SHINODA 

第7回萩元晴彦ホームタウン�
コンサートin飯田�
カザルスホール・アンサンブル2001

人形劇定期公演2001　特別公演�

＜特別展＞聖徳太子絵伝が語るもの�＜特別展＞聖徳太子絵伝が語るもの�

第25回市民落語鑑賞会「おいでなんしょ寄席」�

き　ごう�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

●
美
術
博
物
館
�

1（
2
2
）8
1
1
8


